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11
月
５
日
（
火
）
か
ら
、
住
民
票

や
印
鑑
登
録
証
明
書
、
マ
イ
ナ
ン
バ�

ー
カ
ー
ド
な
ど
に
旧
氏
（
旧
姓
）
を

併
記
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
婚

姻
等
で
氏
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
で

も
、
旧
氏
が
併
記
さ
れ
る
こ
と
で
、

各
種
の
契
約
や
職
場
等
へ
の
証
明
書

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
旧
氏
の
併

記
を
希
望
す
る
場
合
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
７
２

　
10
月
１
日
（
火
）
か
ら
、
大
磯
港

港
湾
管
理
事
務
所
が
一
時
的
に
移
転

し
ま
し
た
。
ご
用
の
際
は
移
転
先
の

事
務
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
大
磯
港
駐
車
場
の
減
免
手
続
き
等

は
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
て
る
が
さ
き
及
び

第
1
駐
車
場
内
警
備
員
控
室
（
土
日

祝
の
み
）
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

仮
設
事
務
所
の
住
所

大
磯
町
大
磯
１
０
２
３
（
元
古
伊
勢

屋
さ
ん
）

問
大
磯
港
港
湾
管
理
事
務
所
（
産
業

観
光
課
）　
☎（
61
）５
７
１
９

防
犯
功
労
者

三
箇
　
穣
さ
ん
（
石
神
台
）

（
大
磯
町
・
二
宮
町
防
犯
指
導
員
連

絡
協
議
会
）

添
田
　
栄
さ
ん
（
中
丸
）

（
大
磯
町
・
二
宮
町
防
犯
指
導
員
連

絡
協
議
会
）

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７

　
山
口
フ
ミ
子
さ
ん
（
国
府
本
郷
）

が
９
月
に
満
百
歳
の
お
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、

元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
６

　
い
つ
も
見
守
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！

～
地
域
の
防
犯
活
動
に
寄
与
～

　
日
頃
か
ら
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て

い
る
団
体
・
個
人
の
方
々
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
！

　
こ
れ
か
ら
の
、
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
・

神
奈
川
県
警
察
本
部
長
連
名
感
謝
状

受
賞

防
犯
功
労
団
体

東
町
町
内
会百

歳 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

東町町内会会長
上口�政喜�さん

　「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
、
９
月

21
日
（
土
）
か
ら
30
日
（
月
）
ま
で
の
10
日

間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
な
ど
、
交
通

安
全
意
識
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。�

　
依
然
と
し
て
高
齢
者
の
交
通
事
故
被
害
が

目
立
つ
だ
け
で
な
く
、
未
就
学
児
童
の
悲
惨

な
交
通
事
故
が
発
生
し
、
社
会
問
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
る
重
大
事
故
も
多
発
し
て
い
ま
す
。�

　
県
で
は
、
歩
行
者
、
自
転
車
及
び
自
動
車

等
が
安
全
に
通
行
し
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

10
月
１
日（
火
）か
ら
、
自
転
車
損
害
賠
償
責

任
保
険
等
へ
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
で
は
自
転
車
と
歩
行
者
の
関
係
す
る

交
通
事
故
で
は
、
自
転
車
事
故
の
加
害
者
に

対
し
高
額
な
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る
事
例

も
あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、�

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
大
前
提
で
す
が
、
万�

一
の
た
め
に
も
自
転
車
保
険
等
へ
の
加
入
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
町
と
し
ま
し
て
は
、
本
運
動
を
通
し
て
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
り
、
自
転
車
保

険
等
の
加
入
と
、
自
転
車
交
通
マ
ナ
ー
の
啓

発
に
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
　街
頭
見
守
り
終
了
式

�走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！走 ！！
がが

走走走走走る走走走

住
民
票
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

等
に
旧
氏
を
併
記
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す

大
磯
港
港
湾
管
理
事
務
所
が

移
転
し
ま
し
た

第
50
回 

地
域
安
全
県
民
の
つ
ど
い
で
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
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津
波
や
土
砂
災
害
の
発
生
を
想
定
し
、
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
に
重
点
を

置
き
、
自
宅
等
か
ら
安
全
な
場
所
ま
で
避
難
す
る
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
避
難
時
は
「
火
の
始
末
」
や
「
戸
締
り
」
に
も
注
意
。
訓
練
終
了
後
は
「
避

難
経
路
の
危
険
箇
所
」「
避
難
時
間
」「
家
族
と
の
連
絡
方
法
」
な
ど
に
つ
い

て
家
族
や
地
域
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
広
報
お
お
い
そ
11
月
号
と
同
時
配
布
予
定
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。�
問
危
機
管
理
課
　
☎
内
線
２
４
４

　
津
波
土
砂
避
難
訓
練
終
了
後
、
午
前
10
時
よ
り

大
磯
港
を
会
場
と
し
て
、
県
と
合
同
で
津
波
対
策

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
、
近
隣
自
治
体
な
ど
の

公
的
機
関
の
ほ
か
、
防
災
関
係
団
体
に
よ
る
救
出

救
助
、
物
資
輸
送
訓
練
等
が
行
わ
れ
ま
す
。
複
数

の
大
型
艦
船
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
ほ
か
、
災
害
用

ド
ロ
ー
ン
が
動
き
回
る
様
子
は
圧
巻
で
す
。

　
起
震
車
や
啓
発
ブ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
避

難
訓
練
後
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

津
波
土
砂
避
難
訓
練
を
実
施

11
月
９
日（
土
）　
９
時
〜

避
難
訓
練
が
終
わ
っ
た
ら
、
大
磯
港
に
行
こ
う
‼

同
日
開
催
!!

　津
波
対
策
訓
練
を
実
施

午前９時　防災行政無線で
　　　　　緊急地震速報の放送

▼
安全確保行動　シェイクアウトを実施
　放送に合わせて各自で
　「まず低く→頭を守り→動かない」
　の安全確保行動を実施。

▼
防災行政無線で大津波警報の放送

▼
高台などへ素早く避難！

　（可能なら隣近所に声かけをして）
　すぐに近くの高台や地域で定める
　『いっとき避難場所』へ避難。

※お住まいの地域の『いっとき避難場
所』は配布チラシの裏面に記載されて
います。

一般的な訓練の流れ

さ
れ
る
様
子
を
親
が
近
く
で
見
て
い

る
ケ
ー
ス
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
は
好
奇
心
が
強
く
警
戒
心
が
ま
だ

低
い
の
で
ワ
ナ
の
中
に
入
り
や
す
い

か
ら
で
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
ワ

ナ
の
危
険
性
を
学
習
し
て
し
ま
っ
た

親
は
い
っ
そ
う
警
戒
心
を
強
め
、
ま

す
ま
す
ワ
ナ
で
捕
獲
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
す
。

③
捕
獲
の
前
に
餌
付
け
を
な
く
す

　
対
策
は
順
番
が
重
要
で
、
捕
獲
か

ら
は
じ
め
て
も
被
害
は
減
り
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
、
イ
ノ
シ
シ
が
自
由
に

「
餌
」
を
食
べ
ら
れ
る
状
況
を
減
ら

し
て
い
か
な
い
と
捕
獲
は
進
み
ま
せ

ん
。
田
畑
は
し
っ
か
り
柵
で
囲
い
、

イ
ノ
シ
シ
に
食
べ
さ
せ
な
い
状
況
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
ク

リ
や
カ
キ
な
ど
の
放
棄
果
樹
を
な
く

す
こ
と
も
重
要
で
す
。

問
産
業
観
光
課
　
☎
内
線
２
６
２

①
間
違
っ
た
捕
獲
が
被
害
を
増
や
す

　
町
で
は
、
町
内
に
箱
ワ
ナ
を
仕
掛

け
、
年
間
１
５
０
～
２
０
０
頭
前
後

の
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
猟
期
（
11
月
15
日
～
２
月�

末
）
に
猟
師
さ
ん
が
狩
猟
す
る
頭
数

を
含
め
る
と
さ
ら
に
多
く
の
イ
ノ
シ

シ
が
捕
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
捕
獲
は
被
害
対
策
の
一
つ
の
方
法

で
は
あ
り
ま
す
が
、
捕
獲
頭
数
の
増

加
が
必
ず
し
も
被
害
を
減
ら
す
こ
と

に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
や
、
や
り
方

に
よ
っ
て
は
逆
に
被
害
を
増
や
す
原

因
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

②
子
ど
も
の
イ
ノ
シ
シ
ば
か
り
の
捕

獲
は
被
害
対
策
に
な
ら
な
い

　
箱
ワ
ナ
の
場
合
、
ワ
ナ
の
中
に
入

れ
た
餌
で
イ
ノ
シ
シ
を
お
び
き
寄
せ

て
捕
獲
し
ま
す
。
し
か
し
、
す
ぐ
近

く
に
イ
ノ
シ
シ
が
い
る
の
に
な
か
な

か
捕
獲
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま�

す
。
そ
の
原
因
は
主
に
二
つ
で
す
。

　
一
つ
目
は
ワ
ナ
の
周
り
に
餌
が
あ

る
場
合
で
す
。
イ
ノ
シ
シ
は
警
戒
心

が
強
い
の
で
、
周
り
に
自
由
に
食
べ

ら
れ
る
野
菜
や
果
実
が
あ
れ
ば
、
わ

ざ
わ
ざ
怪
し
い
ワ
ナ
の
中
に
入
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
二
つ
目
は
、
イ
ノ
シ
シ
が
ワ
ナ
を

覚
え
て
し
ま
っ
た
場
合
で
す
。
例
え

ば
、
自
分
の
子
ど
も
が
ワ
ナ
で
捕
獲

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲 

編

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
を
増
や
さ
な
い
・
寄
せ
付
け
な
い
地
域
づ
く
り

　
令
和
２
年
２
月
１
日
現
在
で
、
全

国
一
斉
に
〝
農
林
業
の
国
勢
調
査
〟

と
い
わ
れ
る
「
２
０
２
０
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の

政
策
に
役
立
て
る
た
め
に
５
年
ご
と

に
実
施
さ
れ
る
極
め
て
大
切
な
調
査

で
す
。

　
令
和
元
年
12
月
中
旬
か
ら
、
農
林

業
を
営
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ

に
調
査
員
が
訪
問
し
て
、
調
査
票
に

農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

登
録
統
計
調
査
員
を

　
　
　
　
　募
集
し
て
い
ま
す

　
調
査
員
は
調
査
実
施
ご
と
に
任
命

さ
れ
る
非
常
勤
公
務
員
で
す
。
各
調

査
の
任
命
期
間
は
、
２
か
月
程
度
で

す
。
統
計
法
に
基
づ
く
統
計
調
査
に

お
い
て
、
調
査
対
象
の
世
帯
や
事
務

所
に
調
査
票
の
配
布
、
回
収
、
点
検

な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
報
酬
　
統
計
調
査
の
種
類
や
調
査

活
動
に
か
か
る
日
数
な
ど
を
考
慮
し

て
定
め
ら
れ
ま
す
。

問
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
７

２
０
２
０
年

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

農林業センサス
マスコットキャラクター
「つっちー」


